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中性子産業利用推進協議会活動報告

（1） 日本原子力研究開発機構への提出

● 要望書の提出

成果報告会の様子 懇親会における西谷隆義CROSS理事長の挨拶と会場の様子

● 2015年度総会および2014年度成果報告会

庄山悦彦副会長と岸本康夫次長の挨拶
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図1  3種類のMgH2試料の（a）熱分析で求めた水素脱離挙動、（b）
µSRで求めた核磁場分布幅と（c）核磁場揺動速度の温度依存性

核磁場分布幅はNMRの共鳴線幅つまり水素量に、
核磁場揺動速度はスピン格子緩和率つまりミュオンと
水素の拡散ジャンプ頻度に相当する

ミュオン技術の紹介

水素貯蔵材料の水素脱離温度付近での測定

参考文献
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[2] R. Kadono et al., Phys. Rev. Lett., Vol. 100,026401（2008）; 
四季, Vol.21, 4 （2013）

[3] I. Umegaki et al., J Phys. Confer. Series, Vol.551, 012036 
（2014）

[4] N. Hanada, T. Ichikawa, and H. Fujii, J. Alloys Compounds, 
Vol.446-447, 67 （2007）.
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図1　混合標準試料を用いた従来法との比較
従来法でのCoはガンマ線が重なっており解析が困難であるが、
新手法では共鳴ピークを用いてCoのみを選択的に抽出した
スペクトルを得ることができる。

BL04「ANNRI」における元素分析法の開発

偏極中性子反射率と深さ分解X線磁気円二色性を用いた界面におけるねじれ磁気構造の解明

●J-PARC

研究トピックス
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図2 面法線方向の残留磁化を示すCu/FeMn/Ni/Cu（001）に対する偏
極中性子反射率曲線（左；差分ΔRを平均Ravで割ったもの）および
解析によって得られた界面及び内部層の面内磁気モーメント（右）
の磁場依存性

プロトン共役型電子移動錯体の合成とその中性子単結晶構造解析
●茨城県ＢＬ

図1 （a）面法線および（b）面内方向の残留磁化を示すFeMn/Ni/Cu
（001）に対するNi L吸収端XMCDスペクトル（上）および解析
によって得られたNiのスピン磁気モーメント（下）の検出深度
（λe）依存性
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図2  293Kにおける水素結合型プロトンの状態

ビリン還元酵素PcyAとその基質ビリベルジン複合体の結晶構造を解明
●茨城県BL

図１　プロトン共役型電子移動錯体の分子構造

図1  BV近傍の水素化状態
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活 動 報 告
●Z-Code講習会

3月30日（月）-31日（火）にLMJ東京研修センターにおいて、中性
子産業利用推進協議会とJ-PARCセンターMLFディビジョン、KEK
物質構造科学研究所、茨城県、茨城大学フロンティア応用原子科学
研究センター、ならびにCROSS東海が主催し
て平成26年度Z-Code講習会を開催しました。
Z-Codeは毎年のように改良を重ねていま
す。今年度はZ-Rietveldの最新版の使い方に
ついての講義と実習を主体に行い、新たに開
発した磁気構造解析用Z-Rietveld-Mについて
も講義を行いました。また、Conographによ
る指数付けの原理とデモ解析、ならびに、マ
キシマム・エントロピー法（MEM）による解
析ツールZ-MEM、解析結果を3次元表示する
ツールZ-3D、結晶模型表示ツールZ-ATOMの

最新版の使い方についても講義と実習を行いました。
参加者は会員企業から7名、非会員企業から8名、非会員研究機
関から8名、大学から17名、地方自治体から4名の合計44名でした。

会場の様子 木村宏之東北大教授神山崇KEK教授

●物質科学研究会

7月30日（木）にエッサム神田ホールにおいて、中性子産業利用
推進協議会と茨城県中性子利用促進研究会ならびにCROSS東海が
主催し、J-PARC/MLF利用者懇談会が協賛して「原点回帰：中性子
回折で何が見えるか？ －中性子材料構造解析の威力－」をテーマに
開催しました。60名の参加がありました。
初めにチュートリアルとして大山研司茨城

大学教授が「中性子で何が見えるか？－中性子
散乱の原理と特長－」、林好一名古屋工業大学
教授が「中性子線ホログラフィーの可能性」と
題して講演されました。＜軽元素（水素やリチ
ウム）を見る＞セッションでは、佐藤豊人東北
大学助教と井手本康東京理科大学教授、＜酸素
を見る＞セッションでは、藤井孝太郎東京工
業大学助教と伊藤孝憲東京理科大学客員研究
員、＜同位体や原子番号の近い元素を見る＞

セッションでは、パナソニックの岡野哲之氏と石垣徹茨城大学教授
がそれぞれ講演されました。
テーマとした「中性子で何が見えるか？」という中性子による構
造解析の威力を認識していただく場になったと考えます。

会場の様子

●茨城県中性子利用促進研究会「小角散乱分科会」

7月8日（水）に東京 飯田橋の研究社英語センターにおいて、茨城
県中性子利用促進研究会が主催し、中性子産業利用推進協議会と
CROSS東海が共催し、J-PARC/MLF利用者懇談会が協賛して、平
成27年度第1回小角散乱分科会を「iMATERIAにおける小角散乱機
能と実験例の紹介」をテーマとして開催しました。41名の参加があ
りました。
＜チュートリアル＞では、小泉智茨城大学

教授と能田洋平茨城大学連携研究員が
iMATERIAにおける小角散乱機能の整備状況
とコントラスト変調法に関して講演されまし
た。＜iMATERIAでの小角散乱実験例＞セッ
ションでは、三井化学の三田一樹氏とクラレ
の津村佳弘氏が昨年11月にiMATERIAで行っ
た実験成果を報告されました。＜コントラスト
変調法の実験例＞セッションでは、武野宏之
群馬大学准教授とJSRの冨永哲雄氏、住友ゴ

ム工業の増井友美氏が高分子やゴムの小角散乱解析の結果を報告さ
れました。
iMATERIAの小角散乱機能とそれを利用した中性子小角散乱なら
ではの「コントラスト変調法」の有用性への期待を持たせる場にな
りました。

会場の様子

参考文献
[1] Unno, M., et al. J. Am. Chem. Soc. （2015）, 137, 5452-5460 

図2  BV周辺の二つの水素化状態
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お 知 ら せ

日時：平成27年10月1日（木）10:00-17:00
会場：研究社英語センター大会議室
中性子産業利用推進協議会と茨城県中性子利用促進研究会ならび
にCROSS東海が主催し、J-PARC/MLF利用者懇談会が協賛して「中
性子反射率測定による薄膜・界面の理解」をテーマに開催します。
チュートリアルでは中性子を光源とした反射率測定に基づき、材料

薄膜および界面の解析法について解説します。反射率法の学術成果
のセッションでは、主として高分子構造解析の学術成果を5件紹介
します。産業応用のセッションでは、各種材料の反射率法の適用成
果を3件紹介します。
本研究会は、ユーザー同士の交流や今後中性子反射率測定を考え

ている技術者や研究者との意見交換も目的としています。

●薄膜・界面研究会

日時：平成27年10月13日（火）10:00-17:00
会場：エッサム神田ホール401会議室
中性子産業利用推進協議会と茨城県中性子利用促進研究会、
CROSS東海、SPring-8ユーザー協同体、JAEA微細構造解析プラッ
トフォーム、ならびに、NIMS微細構造解析プラットフォームが主催し、
J-PARC/MLF利用者懇談会が協賛して、「X線、パルスおよび定常中
性子源による残留応力評価」をテーマに開催します。初めの現場用X
線装置のセッションでは、国内のX線装置メーカーが現場用X線装置

とその実機への適用事例を紹介します。中性子源応力測定のセッショ
ンでは、カナダ、米国、英国、オーストラリア、韓国、ならびに日本
の原子炉およびパルス中性子源施設における残留応力測定装置の装
置担当者がそれぞれの装置の概要と実機への適用事例などを紹介し
ます。
世界の主要な最先端中性子実験施設の装置関係者が一堂に会して
残留応力測定技術を議論する極めて有益な場になると考えます。

●残留ひずみ・応力解析研究会

日時：平成27年11月17日（火）13:00-17:00
会場：エッサム神田ホール401会議室
中性子産業利用推進協議会と茨城県中性子利用促進研究会、
CROSS東海が主催し、日本学術振興会第169委員会中性子回折小
委員会（予定）と新世代研究所水和ナノ構造研究会が共催し、J-
PARC/MLF利用者懇談会が協賛して「分子イメージングとタンパク質
結晶成長技術」をテーマに開催します。
初めにiBIXの現状とそれを利用して得られた光合成メカニズムに

関する成果を紹介します。現在、生物構造学においては、クライオ
電子顕微鏡やSACLAなどにより分子レベルでのイメージングとＸ線・
放射光・中性子結晶回折を併用することにより、生命物質の立体構
造を明らかにして生化学反応機構を解明することが1つの目標となっ
ています。一方、中性子回折による結晶構造解析のためには、結晶
の大型化が必須の技術です。これらの研究の最前線について議論を
深めることを目的とします。

●第1回生物構造学研究会

日時：平成27年10月6日（木）13:00-17:00
会場：エッサム神田ホール401会議室
茨城県中性子利用促進研究会が主催し、中性子産業利用推進協議
会とCROSS東海、元素戦略プロジェクト磁性材料研究拠点が共催し、
J-PARC/MLF利用者懇談会が協賛して、「量子ビームによる磁石材
料研究の最前線」をテーマに開催します。

本研究会では、磁石材料構造解析研究の現状、およびiMATERIA
での解析手法をチュートリアルとして紹介するとともに、元素戦略プ
ロジェクトの最近の進展状況、ならびに、放射光などの量子ビーム
による磁石材料構造解析の最新事例も紹介し、量子ビームによる磁
石材料研究の今後を展望します。

●茨城県中性子利用促進研究会「磁石材料分科会」

●中性子実験技術基礎講習会（レベル１講習会）
日　時：平成27年11月25日（水）9:55-16:50
会　場：研究社英語センター中会議室
受講料：¥10,000（協議会会員企業の方と日本中性子科学会会員の

皆さま、ならびに学生は無料です）
中性子産業利用推進協議会と日本中性子科学会、CROSS東海が
共催して、中性子実験技術の初心者の方を対象に中性子実験技術の
基礎的事項を紹介し、パルス中性子実験施設であるJ-PARC/MLFへ

の課題申請に役立てていただくことを目的として、「中性子実験技術
基礎講習会（レベル１講習会）を開催します。
中性子の基礎、結晶構造解析、残留応力測定、小角散乱、反射率、
準弾性散乱、ラジオグラフィ、ならびに、中性子の産業利用の8件
の講義を行います。中性子実験技術の基礎を学びたい方の参加をお
願い致します。

協議会ＨＰ（http://www.j-neutron.com/）では、J-PARC/MLFやJRR-3の運転情報などを提供するサイトや、
研究成果を紹介するサイトなどが設けてあります。研究会や講習会などの詳細についてはＨＰに順次最新情報を掲
載しています。是非ＨＰにアクセスして活用してください。

◆講習会

◆研究会

◆茨城県
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